
第１号様式（第６条関係） 

 （表） 

平成２９年３月１６日 

地域みんなでまちづくり会議活動報告書 

 

  地域みんなでまちづくり会議の内容について次のとおり報告します。 

地 区 名 第八小学校通学区域 報告者氏名 堂垣 淳 

開催日時   平成２９年２月２日（木）  １９時００分から  ２０時３０分まで 

会  場 残堀自治会館 

参 加 者 
市長の出席（有・○無） 市民 ８名、地域担当職員３名 社協職員２名 

合計 １３名（うち男性 １１名 女性 ２名） 

（議題等） 

  １ 会長挨拶 

  ２ 八小まちづくり会議アンケート集計結果報告、今後の会議について 

  ３ その他 

①  次回検討事項について 

②  次回の開催日について 

 

 

（会議の内容） 

１ 会長挨拶 

 （1）・会長挨拶 

  ・アンケート集計結果を踏まえ、私としては顔合わせ、情報交換会程度でも継続したい。 

 

２ 八小まちづくり会議アンケート集計結果報告、今後の会議について 

 （１）・アンケート集計結果の説明（事務局）。   

 （２）・自己紹介を兼ねて今後の会議の進め方について意見交換 

   ・（瀬口）会議の目的を明確にし、進めていくことは、無駄ではないと思う。 

   ・（加園）今後、どう進めるべきか考える時期だと思う。個人的には、顔見知りになる  

 程度でも意義はあるのではないか？ 

   ・（藤江）顔合わせ程度でも良いと思う。 

   ・（古川）どこを目指すのかわからないところもあるが、情報提供程度でもよいと思う。 

   ・（佐藤）会員の意識付けが必要（防犯パトロールの参加もない） 

   ・（宮崎）この会議が防犯会議になっている。他の地区の状況はどうなのか？ 

   ・（牧副校長）最初から参加しており、学校としては各団体に大変お世話になっており 

 ますので、顔合わせ、情報交換、学校を核としてもらってもいいから継続してもらい 

たい。 

   ・（比留間）新人で何もわからないが、目的を教えてもらいたい。 

 （日本工業規格Ａ列４番） 



     （裏） 

 （３）自由意見 

・コミュニティスクールは学校中心、まちづくり会議は地域中心で進めて行けばよいの 

ではないか？ 

    これだけの各団体からのメンバーが集まるのは他にない。各団体からの要望や協力依 

頼に対応できる方が参加していく程度でもよいのではないか？ 

    ＊ちなみに五中コミュニティスクールでは、防犯パトロール、夏休み補習授業先生、 

職場体験受け入れ企業なども見つけていますので、各団体に持ち帰ってもらいたい。 

  

（４）今後の進め方について（会長よりまとめ）  

・色々な意見が出たが、この会については、今後も継続していく。方向性としては、各 

    団体との相互意見交換（顔見知りになる）、各団体事業への参加協力等を中心に進め 

て行きたい。また、継続するために年 2回程度の会議を実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

（その他） 

 

 

 

 

 

 

 

（次回予定） 

日  時  平成２９ 年 ６月２９日（木）  １９時００分から 

会  場  残堀・伊奈平地区会館 集会室 

議 題 等  未定であるが夏休みを控えているので「防犯」対策等を議題にしたい。 

 

（地域担当職員） （協働推進課） （協働推進課処理欄） 

班員 副班長 班長 担当 主査 課長 

      

 


